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【事業実施背景】
道北地域では、人口減少の加速に加え、広域分散型社会の特徴から輸送量が限定的であり、物流事業者数の減少も著しい。地域の
物流や優良な1次産品を産出する生産空間を維持するため、中継輸送等に実績のある事業者を中心に、物流拠点の可能性・方法
を模索する。

北・北海道物流拠点の整備

事業概要

協議会名：北・北海道物流拠点検討協議会

高規格道路の開通を見据えて、共同輸送・中継輸送の拡充やダブル
連結トラックの活用を推進できるように、民間主導による物流拠点
の整備を目指し、可能性検討をふまえた構想を策定する。

Point

協議会構成員（R7.6月末現在）
名寄市、名寄商工会議所、ヤマト運輸株式会社、五十嵐運輸株式会社、西尾
運送有限会社

【農水産の輸送量維持】（道北地域）
7,299,288トン（2022年）

【生産空間の維持】
名寄に物流拠点を整備し、持続可能な物流ネット
ワークを再構築することで物流の効率化を図る。
結果、道北地域の基幹産業である一次産業の生産
量は維持され、道央圏域等へ安定供給されることで、
食料安全保障の基盤となる生産空間は保たれる。

※道北地域…上川、宗谷、留萌、空知（深川市・雨竜
郡） 各振興局

想定事業実施効果

● 物流拠点構想検討協議会の設立
● 複数事業者の参画促進
● 物流拠点構想の検討・策定

STEP１

● 物流拠点準備委員会の設立
● 整備・運営主体の参画促進・決定

STEP２

● 物流拠点整備委員会の設立
● 計画、設計 策定
● 用地取得 等 整備に向けた準備

STEP３

事業内容

● 稚内と札幌・苫小牧市のほぼ中間点に位置し、

 旭川市の補完的役割を担うことが可能

● 北海道の流通の玄関口・苫小牧から、一人のドライ 

  バーが往復可能な距離の北限地域

● 昔からの交通の要衝であり、東西南北に道路が走り、

高規格道路（北海道縦貫自動車道）が開通予定

▼

ダブル連結トラックや将来的な自動運転トラック

の実装に対応可能

北海道の流通の玄関口である
苫小牧市から、一人のドライ
バーで往復が可能な範囲
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